
こども園評価シート（2022(R4)年度自己評価） 

本庄東幼稚園 

１、園の教育目標 

○ 生命の尊重 

○ 思いやりの心 

○ 自由・自立 

 

２、自己評価の目標 

評価項目に沿って自己点検、自己評価を実施することによって、教師自らが客観的に自園を見る目を

養い、教育内容の改善に主体的に取り組んでいくことを重点項目とする。 

 

３、評価項目の取組及び達成状況 

評価項目 結果（※） 結果の理由 

情報の共有 

職員 1 人 1 人が全体を見据えた上で自分のｸﾗｽ経営をするた

め、職員同士の話し合いを積極的に行う。012 歳と 345 歳の

壁・正規職員と非常勤の壁を乗り越える工夫をしていく。 

C 

クラス内での話し合いや伝え合いは問題ないが、クラス観や左記の壁は乗り

越えられず、工夫も少なかった。正式な伝達でない内容もあり、結果だけで

過程がない報告もあり、今後も課題として残る。 

積極性・挑戦 

指示されたことをこなすのではなく、自ら感じ考えた

ことを発言・実行する力をつける。苦手なことも失敗

を繰り返しながら工夫していく意欲を身につける。 

B 

職員の取り組みとしては、思いや考えがあっても発言できない人が多い。保

育の質を高める努力はしているが、まだ指示型から抜け出せていないので

は。園児の発言は増えているものの、困難を避けたがる子が多く、積極的に

挑戦する姿勢はまだまだか。 

迅速な報告 

園児のけが・保護者とのやりとり・環境の不備等、

起きたらあとまわしにせず迅速に報告する 
B 

けがや発病については職員間・保護者への報告が迅速にできていた。それ以外につい

てはもう 1歩か。 

 ○結果（※）について  

Ａ 十分達成されている 

Ｂ ある程度達成されている 

Ｃ 取り組まれているが、達成度は低い 

Ｄ 取組が不十分である 

 

４、総合的な評価結果 

結 果 理       由 

B 

園児の安全面についてはたくさん改善が見られ良かった。園全体で子どもを見るという意

識はあるが、情報共有ができていないことを改善しなければ。 

 

５、今後取り組むべき課題 

課 題 具体的な取り組み方法 

子どもの心に寄

り添う保育 

園児の行動の元となる心の中を推測し、言葉にして伝え、行動も含めて受け入れる。 

情報の共有 伝達統一方法を見直し、また新たな対策を練る。012 リーダー/345 リーダー/主任の

役割分担も考えていく。 

園児の積極性・

挑戦 

指示されたことをこなすのではなく、自ら感じ考えたことを発言・実行する力をつけ

る。苦手なことも失敗を繰り返しながら工夫していく意欲を身につける。 

 


